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(57)【要約】
【課題】複数の提供元と複数の振り向け先が存在する場
合であっても、ポイントの振り向けを行うことができる
。
【解決手段】売上データ２ｃの入力が受け付けられると
、商品マスタデータ２ａに基づいて売上データ２ｃから
対象商品と購入数とが抽出される。次に、対象商品と購
入数とから提供元と提供ポイント数とが決定されると、
提供元と提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイ
ントデータ２ｆが記憶される。そして、振り向け先マス
タデータ２ｂから振り向け先が取得され、取得された振
り向け先が振り向け先候補２ｇとして表示され、振り向
け先データ２ｈの入力が受け付けられる。さらに、振り
向け先データ２ｈと提供ポイント数とから振り向け先と
付与ポイント数とが決定されると、振り向け先と振り向
け先に付与される付与ポイント数とを関連付けて示す付
与ポイントデータ２ｊが記憶される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポイント提供の対象である対象商品の購買者による購入に基づいて提供されるポイント
の付与を管理するレジスタ端末装置において、
　商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づいて提供される前記対
象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に基づいて前記ポイント
を提供する提供元とを定義する商品マスタデータを記憶する商品マスタ記憶手段と、
　前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け先を定義する振り向け先マス
タデータを記憶する振り向け先マスタ記憶手段と、
　前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商品の購入数とを示す売上
データの入力を受け付ける売上データ入力手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記売上
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記商品
のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出する対象商品抽出手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記
ポイントの提供を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポ
イント数と、を決定する提供ポイント決定手段と、
　前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元と前記提供元より提供され
る前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデータを記憶する提供ポイント
記憶手段と、
　前記振り向け先マスタ記憶手段に記憶されている前記振り向け先マスタデータから前記
振り向け先を取得し、取得した前記振り向け先を振り向け先候補として表示する振り向け
先候補表示手段と、
　前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振り向け先候補のうちから選択さ
れた前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け付ける振り向け先データ入力手
段と、
　前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられた前記振り向け先データと
、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイント数とから、提供された
前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向け先に付与されるポイント
数である付与ポイント数と、を決定する付与ポイント決定手段と、
　前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向け先と前記振り向け先に付
与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイントデータを記憶する付与ポ
イント記憶手段と、
　を有することを特徴とするレジスタ端末装置。
【請求項２】
　前記提供ポイント記憶手段に記憶されている前記提供ポイントデータから前記提供元と
前記提供元に関連付けられた前記提供ポイント数とを取得し、取得した前記提供元と前記
提供ポイント数とに基づいて前記提供元より提供されるポイント数の累積値である提供ポ
イント累積値を、前記提供元毎に算出する提供ポイント累計手段と、
　前記提供ポイント累計手段によって算出された前記提供ポイント累積値を取得し、取得
した前記提供ポイント累積値を示す提供ポイント累積値データを記憶する提供ポイント累
積値記憶手段と、
　前記付与ポイント記憶手段に記憶されている前記付与ポイントデータから前記振り向け
先と前記振り向け先に関連付けられた前記付与ポイント数とを取得し、取得した前記振り
向け先と前記付与ポイント数とに基づいて前記振り向け先に付与されるポイント数の累積
値である付与ポイント累積値を、前記振り向け先毎に算出する付与ポイント累計手段と、
　前記付与ポイント累計手段によって算出された前記付与ポイント累積値を取得し、取得
した前記付与ポイント累積値を示す付与ポイント累積値データを記憶する付与ポイント累
積値記憶手段と、
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　前記提供ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記提供ポイント累積値データと、
前記付与ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記付与ポイント累積値データとを取
得し、取得した前記提供ポイント累積値データと前記付与ポイント累積値データとを、前
記提供ポイント累積値と前記付与ポイント累積値とを集計するポイントデータ集計装置に
送信するデータ送信手段と、
　を有することを特徴とする請求項１記載のレジスタ端末装置。
【請求項３】
　前記売上データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データに、さらに、前
記売上データを一意に特定する売上データ識別情報と、前記付与ポイントデータによって
示された前記振り向け先と前記付与ポイント数と、を付加する売上データ情報付加手段と
、
　前記売上データ情報付加手段によって前記売上データ識別情報と前記振り向け先と前記
付与ポイント数とが付加された前記売上データを記憶する売上データ記憶手段と、
　前記売上データ情報付加手段によって前記売上データに付加された前記売上データ識別
情報をレシートに印字するレシート印字手段と、
　購買者によって返品される前記対象商品の購入を含む前記売上データである返品売上デ
ータを特定するための、前記レシート印字手段によって返品される対象商品の購入時の前
記レシートに印字された前記売上データ識別情報の入力を受け付ける識別情報入力手段と
、
　前記識別情報入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データ識別情報と、前記
売上データ情報付加手段によって前記売上データに付加された前記売上データ識別情報と
により、前記売上データ記憶手段に記憶されている前記売上データのうちから前記返品売
上データを特定する返品売上データ特定手段と、
　前記購買者によって返品される前記商品と、返品される前記商品の返品数とを示す返品
データの入力を受け付ける返品データ入力手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記返品
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記返品データから前記対象商品と前記対
象商品の返品数とを抽出する対象返品商品抽出手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
返品商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記返品数とにより
、前記ポイントの提供が取り消される前記提供元と、提供が取り消されるポイント数であ
る取消提供ポイント数と、を決定する取消提供ポイント決定手段と、
　前記売上データ情報付加手段によって前記返品売上データに付加された前記振り向け先
と、前記取消提供ポイント決定手段によって決定された前記取消提供ポイント数とに基づ
いて、前記付与ポイントの付与が取り消される前記振り向け先と、取り消される付与ポイ
ント数である取消付与ポイント数と、を決定する取消付与ポイント決定手段と、
　前記取消提供ポイント決定手段による前記提供元と前記取消提供ポイント数との決定に
基づいて、前記提供ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記提供ポイント累積値デ
ータが示す前記提供元より提供される前記提供ポイント累積値から前記取消提供ポイント
数を減算する提供ポイント取消手段と、
　前記取消付与ポイント決定手段による前記振り向け先と前記取消付与ポイント数との決
定に基づいて、前記付与ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記付与ポイント累積
値データが示す前記振り向け先に付与される前記付与ポイント累積値から前記取消付与ポ
イント数を減算する付与ポイント取消手段と、
　を有することを特徴とする請求項２記載のレジスタ端末装置。
【請求項４】
　コンピュータの演算処理により、ポイント提供の対象である対象商品の購買者による購
入に基づいて提供されるポイントの付与を管理するレジスタ端末処理方法において、
　売上データ入力手段が、前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商
品の購入数とを示す売上データの入力を受け付け、
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　対象商品抽出手段が、商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づ
いて提供される前記対象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に
基づいて前記ポイントを提供する提供元とを定義する商品マスタデータに基づいて、前記
売上データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記
商品のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出し、
　提供ポイント決定手段が、前記商品マスタデータに基づいて、前記対象商品抽出手段に
よって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記ポイントの提供
を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポイント数と、を
決定し、
　提供ポイント記憶手段が、前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元
と前記提供元より提供される前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデー
タを記憶し、
　振り向け先候補表示手段が、前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け
先を定義する振り向け先マスタデータから前記振り向け先を取得し、取得した前記振り向
け先を振り向け先候補として表示し、
　振り向け先データ入力手段が、前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振
り向け先候補のうちから選択された前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け
付け、
　付与ポイント決定手段が、前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられ
た前記振り向け先データと、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイ
ント数とから、提供された前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向
け先に付与されるポイント数である付与ポイント数と、を決定し、
　付与ポイント記憶手段が、前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向
け先と前記振り向け先に付与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイン
トデータを記憶する、
　ことを特徴とするレジスタ端末処理方法。
【請求項５】
　ポイント提供の対象である対象商品の購買者による購入に基づいて提供されるポイント
の付与を管理するレジスタ端末処理プログラムにおいて、
　コンピュータを、
　商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づいて提供される前記対
象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に基づいて前記ポイント
を提供する提供元とを定義する商品マスタデータを記憶する商品マスタ記憶手段、
　前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け先を定義する振り向け先マス
タデータを記憶する振り向け先マスタ記憶手段、
　前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商品の購入数とを示す売上
データの入力を受け付ける売上データ入力手段、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記売上
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記商品
のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出する対象商品抽出手段、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記
ポイントの提供を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポ
イント数と、を決定する提供ポイント決定手段、
　前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元と前記提供元より提供され
る前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデータを記憶する提供ポイント
記憶手段、
　前記振り向け先マスタ記憶手段に記憶されている前記振り向け先マスタデータから前記
振り向け先を取得し、取得した前記振り向け先を振り向け先候補として表示する振り向け
先候補表示手段、



(5) JP 2008-197782 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

　前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振り向け先候補のうちから選択さ
れた前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け付ける振り向け先データ入力手
段、
　前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられた前記振り向け先データと
、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイント数とから、提供された
前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向け先に付与されるポイント
数である付与ポイント数と、を決定する付与ポイント決定手段、
　前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向け先と前記振り向け先に付
与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイントデータを記憶する付与ポ
イント記憶手段、
　として機能させることを特徴とするレジスタ端末処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は商品の購入に基づいて提供されるポイントの付与を管理するレジスタ端末装置
、レジスタ端末処理方法、およびレジスタ端末処理プログラムに関し、特にポイントを提
供する提供元とポイントを付与される振り向け先とがそれぞれ複数存在する場合にポイン
トを振り向けるためのレジスタ端末装置、レジスタ端末処理方法、およびレジスタ端末処
理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、小学校、中学校、養護学校等の数多くの学校、幼稚園、保育園および福祉施設等
（以下、学校等）で、例えば、ベルマーク（登録商標）などの、食料品や日用品などに付
された所定のマーク（以下、「寄付マーク」とする）を切り抜き、これを収集して点数を
集めることによって、学校等で必要となる設備や備品の一部を買い揃える活動（以下、「
寄付マーク収集活動」とする）が行われている。
【０００３】
　また、会員識別情報と、ポイントを振り替える先の会員の会員識別情報とを対応付けて
保持するポイント蓄積先指定手段と、該ポイント蓄積先指定手段を参照することにより、
ポイントの一部又は全部を、該ポイント蓄積先指定手段に該会員の会員識別情報に対応し
て保持されている振り替え先の会員のポイントとみなす技術が考えられている（例えば、
特許文献１参照）。これにより、自分に発生したポイントの一部を特定の団体に寄付する
といったことが可能となる。
【特許文献１】特開２００３－２４２４２７号公報（段落番号［００３４］）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前述した寄付マーク収集活動における寄付マークの収集作業は、ＰＴＡ会員
等による手作業で行われており、この収集活動には以下のような問題点がある。
　まず、点数の収集のために、商品の包装紙などから点数が付された小さな寄付マークの
部分を丁寧に切り取らなければならない。また、例えば、寄付マークの一部分が欠けるよ
うな切り取り方をすると、せっかく収集された寄付マークの点数が無効になってしまうと
いうように、切り取り方にも細かな制約がある。また、切り取った寄付マークは非常に小
さな紙片であるため、うっかりすると紛失してしまって、それでせっかくの点数を無効に
してしまう可能性もある。さらに、どの協賛企業のどの商品の点数をどれだけ収集したか
を収集側で明らかにすべく、切り取った寄付マークを、収集活動に協賛する協賛企業別お
よび商品別に仕分けをすることが求められている。以上のように、寄付マークの収集には
収集側で多くの労力や煩雑な手間を要するという問題がある。
【０００５】
　また、このようにして集められ、仕分された寄付マークは、一旦、例えば、ベルマーク
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財団（登録商標）（正式名称：ベルマーク助成財団）等の、活動を管理する管理団体に送
付される。管理団体では、活動に協賛する協賛企業に対して、集計した点数を通知する。
通知を受けた協賛企業は、点数を集めた学校等に対して、点数に応じた金額を送金する。
これが、学校等毎に設けられた預金口座に振り込まれ、ＰＴＡ等の預金となる。また、寄
付マークを収集した学校等には、収集した寄付マークの点数に応じて選択・購入できる商
品のカタログが送付される。学校等では、そのカタログを見て、購入したい備品を選択・
決定し、管理団体を通じて発注する。このような手続を経て初めて、集めた点数が物品と
して学校等に還元されることとなる。以上のように、収集した寄付マークの点数が物品に
形を変えて入手できるまでには、管理団体側の手間とともにかなりの日数を要するという
問題がある。
【０００６】
　また、一般消費者（商品の購買者）に対して、どの商品にどれだけの点数がついている
のか、集めた点数はどこ（学校等）でどのように活用されるのか、といった情報が十分に
提供されていない。そのため、一般消費者が、寄付マークの点数の収集に協力をしたいと
思っても、いったい何をどうやればどういうことについて協力できるのか、といったこと
が分からない。従って、寄付マークの点数を収集するのが、収集を意識して実行している
ＰＴＡなど特定の購買者に限られてしまう。さらに、協賛企業の商品が購入された場合で
あっても、商品に付された寄付マークが看過されて購買者に認識されていなかったり、購
入後に誤って捨てられてしまったりする場合もある。その結果、せっかくの点数のかなり
多くが“無駄死に”してしまうという問題や、協賛企業のＰＲや商品売り上げ向上につな
がりにくくなっているという問題がある。
【０００７】
　このように、前述の寄付マーク収集活動において、一連の作業の、収集から集計、振り
向け、点数の交換、そして学校等が希望する商品の入手に至るまでの手続や手間の煩雑さ
が、寄付マークの収集活動の大変さや難しさにつながっていると考えられる。
【０００８】
　ここで、特許文献１で示したようなポイントサービスシステムでは、前述した収集活動
のような、購買者の商品購入によって発生した点数に応じて寄付を行う協賛企業と点数の
振り向け先である学校等が共に複数存在する場合については想定されていない。
【０００９】
　本発明はこのような点に鑑みてなされたものであり、商品の購入によってポイントが発
生するポイント制度であって複数の提供元と複数の振り向け先が存在する場合であっても
、ポイントの振り向けを容易に行うことができるレジスタ端末装置、レジスタ端末処理方
法、およびレジスタ端末処理プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明では上記課題を解決するために、図１に示すようなレジスタ端末装置１が提供さ
れる。本発明に係るレジスタ端末装置１は、ポイント提供の対象である対象商品の購買者
による購入に基づいて提供されるポイントの付与を管理するためのものである。このレジ
スタ端末装置１は、以下のような処理機能を有している。
【００１１】
　商品マスタ記憶手段１ａは、商品が対象商品であるか否かと、対象商品の購入に基づい
て提供される対象商品の所定単位数あたりのポイント数と、対象商品の購入に基づいてポ
イントを提供する提供元とを定義する商品マスタデータ２ａを記憶する。振り向け先マス
タ記憶手段１ｂは、ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け先を定義する振
り向け先マスタデータ２ｂを記憶する。売上データ入力手段１ｃは、購買者によって購入
される商品と、購入される商品の購入数とを示す売上データ２ｃの入力を受け付ける。対
象商品抽出手段１ｄは、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商品マスタデータ２ａ
に基づいて、売上データ入力手段１ｃによって入力が受け付けられた売上データ２ｃから
、購入される商品のうち対象商品と対象商品の購入数とを抽出する。提供ポイント決定手
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段１ｅは、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商品マスタデータ２ａに基づいて、
対象商品抽出手段１ｄによって抽出された対象商品と対象商品の購入数とから、ポイント
の提供を行う提供元と、提供元より提供されるポイント数である提供ポイント数と、を決
定する。提供ポイント記憶手段１ｆは、提供ポイント決定手段１ｅによって決定された、
提供元と提供元より提供される提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデータ
２ｆを記憶する。振り向け先候補表示手段１ｇは、振り向け先マスタ記憶手段１ｂに記憶
されている振り向け先マスタデータ２ｂから振り向け先を取得し、取得した振り向け先を
振り向け先候補２ｇとして表示する。振り向け先データ入力手段１ｈは、振り向け先候補
表示手段１ｇによって表示された振り向け先候補２ｇのうちから選択された振り向け先を
示す振り向け先データ２ｈの入力を受け付ける。付与ポイント決定手段１ｉは、振り向け
先データ入力手段１ｈによって入力が受け付けられた振り向け先データ２ｈと、提供ポイ
ント決定手段１ｅによって決定された提供ポイント数とから、提供されたポイントが振り
向けられる振り向け先と、振り向け先に付与されるポイント数である付与ポイント数と、
を決定する。付与ポイント記憶手段１ｊは、付与ポイント決定手段１ｉによって決定され
た、振り向け先と振り向け先に付与される付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイ
ントデータ２ｊを記憶する。
【００１２】
　このようなレジスタ端末装置１によれば、売上データ入力手段１ｃにより、売上データ
２ｃの入力が受け付けられると、対象商品抽出手段１ｄにより、商品マスタデータ２ａに
基づいて売上データ２ｃから対象商品と購入数とが抽出される。次に、提供ポイント決定
手段１ｅにより、対象商品と購入数とから提供元と提供ポイント数とが決定されると、提
供ポイント記憶手段１ｆにより、提供元と提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイ
ントデータ２ｆが記憶される。そして、振り向け先候補表示手段１ｇにより、振り向け先
マスタデータ２ｂから振り向け先が取得され、取得された振り向け先が振り向け先候補２
ｇとして表示され、振り向け先データ入力手段１ｈにより、振り向け先データ２ｈの入力
が受け付けられる。さらに、付与ポイント決定手段１ｉにより、振り向け先データ２ｈと
提供ポイント数とから振り向け先と付与ポイント数とが決定されると、付与ポイント記憶
手段１ｊにより、振り向け先と振り向け先に付与される付与ポイント数とを関連付けて示
す付与ポイントデータ２ｊが記憶される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明では、購入される対象商品と購入数とから提供元と提供ポイント数とを決定し、
表示した振り向け先候補のうちから選択された振り向け先の入力を受け付けて振り向け先
と付与ポイント数とを決定するようにした。これにより、複数の提供元と複数の振り向け
先が存在する場合であっても、店舗における商品の購入時点でポイントの振り向けを行う
ことが可能となる。その結果、通常のポイントサービスに比して、より寄付マーク収集活
動の運用実態に沿った情報システムを構成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１は、本実施の形態の概略を示す図である。本実施の形態は、複数の提供元と複数の
振り向け先が存在するポイント制度におけるポイントの振り向けを行う場合に、店舗にお
ける商品の購入時点でポイントの振り向けを行うようにしたものである。そのために、レ
ジスタ端末装置１は、商品マスタ記憶手段１ａ、振り向け先マスタ記憶手段１ｂ、売上デ
ータ入力手段１ｃ、対象商品抽出手段１ｄ、提供ポイント決定手段１ｅ、提供ポイント記
憶手段１ｆ、振り向け先候補表示手段１ｇ、振り向け先データ入力手段１ｈ、付与ポイン
ト決定手段１ｉ、および付与ポイント記憶手段１ｊを有している。
【００１５】
　商品マスタ記憶手段１ａは、商品がポイント提供の対象商品であるか否かと、対象商品
の購入に基づいて提供される対象商品の所定単位数あたりのポイント数と、対象商品の購
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入に基づいてポイントを提供する提供元とを定義する商品マスタデータ２ａを記憶する。
例えば、商品マスタデータ２ａは、「チョコ　Ｊ社　ＪＪ０００　２Ｐ（ポイント数）」
のように、購買者が購入可能な商品と、その商品の商品コードと、購入された商品が対象
商品である場合にポイントを提供する協賛企業等の提供元と、ポイント数とが関連付けら
れて定義される。そして、商品が対象商品でなければ、ポイント数は“０Ｐ”として表さ
れ、商品が対象商品であれば、ポイント数は提供されるポイント数（正の数）として表さ
れる。これに基づいて、購買者によって購入される商品が、対象商品であるか否かが判定
される。
【００１６】
　振り向け先マスタ記憶手段１ｂは、ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向
け先を定義する振り向け先マスタデータ２ｂを記憶する。例えば、振り向け先マスタデー
タ２ｂは、「○○小学校」のように、購買者が提供されたポイントを振り向けることがで
きる振り向け先として選択することができる学校等（小学校、中学校、養護学校等の数多
くの学校、幼稚園、保育園および福祉施設等）を予め定義するものである。
【００１７】
　売上データ入力手段１ｃは、購買者によって購入される商品と、購入される商品の購入
数とを示す売上データ２ｃの入力を受け付ける。例えば、売上データ２ｃは、「チョコ　
ＪＪ０００　１」のように、購入される商品と、その商品の商品コードと、購入数とを関
連付けて示す。これにより、購買者によって購入される商品が特定される。
【００１８】
　対象商品抽出手段１ｄは、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商品マスタデータ
２ａに基づいて、売上データ入力手段１ｃによって入力が受け付けられた売上データ２ｃ
から、購入される商品のうち対象商品と対象商品の購入数とを抽出する。これにより、購
買者によって購入された対象商品と対象商品の購入数が特定される。なお、購買者によっ
て購入された商品が、いずれも対象商品がなかった場合は、ポイントは提供されず、通常
の会計処理のみが行われる。
【００１９】
　提供ポイント決定手段１ｅは、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商品マスタデ
ータ２ａに基づいて、対象商品抽出手段１ｄによって抽出された対象商品と対象商品の購
入数とから、ポイントの提供を行う提供元と、提供元より提供されるポイント数である提
供ポイント数と、を決定する。
【００２０】
　提供ポイント記憶手段１ｆは、提供ポイント決定手段１ｅによって決定された、提供元
と提供元より提供される提供ポイント数との関連を示す提供ポイントデータ２ｆを記憶す
る。例えば、提供ポイントデータ２ｆは、「Ｊ社　２Ｐ」のように、提供元と提供される
ポイント数とを関連付けて示したものである。この提供ポイントデータ２ｆによって、今
回の購入によるポイントを提供する提供元、およびこの提供元が提供するポイント数が示
される。
【００２１】
　振り向け先候補表示手段１ｇは、振り向け先マスタ記憶手段１ｂに記憶されている振り
向け先マスタデータ２ｂから振り向け先を取得し、取得した振り向け先を振り向け先候補
２ｇとして表示する。例えば、振り向け先候補２ｇは、「○○小学校」「△△中学校」等
のように、振り向け先として購買者が選択することができる振り向け先として一覧表示す
るものである。
【００２２】
　振り向け先データ入力手段１ｈは、振り向け先候補表示手段１ｇによって表示された振
り向け先候補２ｇのうちから選択された振り向け先を示す振り向け先データ２ｈの入力を
受け付ける。これにより、購買者によって選択されたポイントの振り向け先の入力を受け
付ける。
【００２３】
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　付与ポイント決定手段１ｉは、振り向け先データ入力手段１ｈによって入力が受け付け
られた振り向け先データ２ｈと、提供ポイント決定手段１ｅによって決定された提供ポイ
ント数とから、提供されたポイントが振り向けられる振り向け先と、振り向け先に付与さ
れるポイント数である付与ポイント数と、を決定する。
【００２４】
　付与ポイント記憶手段１ｊは、付与ポイント決定手段１ｉによって決定された、振り向
け先と振り向け先に付与される付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイントデータ
２ｊを記憶する。例えば、付与ポイントデータ２ｊは、「○○小学校　５Ｐ」のように、
振り向け先と付与されるポイント数とを関連付けて示したものである。この付与ポイント
データ２ｊによって、今回の購入によるポイントが付与される振り向け先、およびこの振
り向け先に付与されるポイント数が示される。
【００２５】
　このようなレジスタ端末装置１によれば、売上データ入力手段１ｃにより、購買者によ
って購入される商品と購入される商品の購入数とを示す売上データ２ｃの入力が受け付け
られると、対象商品抽出手段１ｄにより、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商品
マスタデータ２ａに基づいて、売上データ入力手段１ｃによって入力が受け付けられた売
上データ２ｃから購入される商品のうち対象商品と対象商品の購入数とが抽出される。
【００２６】
　次に、提供ポイント決定手段１ｅにより、商品マスタ記憶手段１ａに記憶されている商
品マスタデータ２ａに基づいて、対象商品抽出手段１ｄによって抽出された対象商品と対
象商品の購入数とから、ポイントの提供を行う提供元と、提供元より提供されるポイント
数である提供ポイント数とが決定される。すると、提供ポイント記憶手段１ｆにより、提
供ポイント決定手段１ｅによって決定された、提供元と提供元より提供される提供ポイン
ト数とを、関連付けて示す提供ポイントデータ２ｆが記憶される。
【００２７】
　そして、振り向け先候補表示手段１ｇにより、振り向け先マスタ記憶手段１ｂに記憶さ
れている振り向け先マスタデータ２ｂから振り向け先が取得され、取得された振り向け先
が振り向け先候補２ｇとして表示される。
【００２８】
　次に、振り向け先データ入力手段１ｈにより、振り向け先候補表示手段１ｇによって表
示された振り向け先候補２ｇのうちから選択された振り向け先を示す振り向け先データ２
ｈの入力が受け付けられる。さらに、付与ポイント決定手段１ｉにより、振り向け先デー
タ入力手段１ｈによって入力が受け付けられた振り向け先データ２ｈと、提供ポイント決
定手段１ｅによって決定された提供ポイント数とから、提供されたポイントが振り向けら
れる振り向け先と、振り向け先に付与されるポイント数である付与ポイント数とが決定さ
れる。すると、付与ポイント記憶手段１ｊにより、付与ポイント決定手段１ｉによって決
定された、振り向け先と振り向け先に付与される付与ポイント数とを関連付けて示す付与
ポイントデータ２ｊが記憶される。
【００２９】
　その結果、提供ポイント記憶手段１ｆに記憶された提供ポイントデータ２ｆによって、
購買者による対象商品の購入に基づいて提供元から提供される提供ポイント数が示される
。また、付与ポイント記憶手段１ｊに記憶された付与ポイントデータ２ｊによって、この
購入に基づいて提供元によって提供され、ポイント振り向け先に付与される付与ポイント
数が示される。
【００３０】
　このようにして、購入される対象商品と購入数とから提供元と提供ポイント数とを決定
し、表示した振り向け先候補のうちから選択された振り向け先の入力を受け付けて振り向
け先と付与ポイント数とを決定するようにした。これにより、複数の提供元と複数の振り
向け先が存在する場合であっても、店舗における商品の購入時点でポイントの振り向けを
行うことが可能となる。
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【００３１】
　例えば、対象商品を含む商品を購買者が購入する場合を想定する。このとき、提供元と
振り向け先とは多対多の関係であり、さらに提供元と対象商品とも多対多の関係であると
する。
【００３２】
　この場合、従来は手作業でベルマーク（登録商標）等の寄付マークを協賛企業毎・商品
毎に仕分けし、点数を集計してベルマーク財団（登録商標）等の管理団体に送付しなけれ
ばならず、手続や手間が煩雑であった。また、購買者の意識や認識が不十分であって、収
集活動に参加しなかったときや、購入した商品が対象商品であることが認識されなかった
ときには、点数が利用されていなかった。また、このような場合には、協賛企業のＰＲに
もつながらなかった。
【００３３】
　一方、図１に示したレジスタ端末装置では、購入される対象商品と購入数とから提供元
と提供ポイント数とを決定し、表示した振り向け先候補のうちから選択された振り向け先
の入力を受け付けて振り向け先と付与ポイント数とを決定する。これにより、手作業によ
る寄付マークの仕分けや送付を必要とせず、店舗における商品の購入時点でポイントの振
り向けを行うことができる。
【００３４】
　しかも、本実施の形態のレジスタ端末装置では、購入時のレジ操作中に、対象商品が抽
出され、振り向け先候補２ｇが表示される。そのため、購入前に対象商品であることを認
識していなくても活動に参加することができ、活動に対する予備知識がなくても容易にポ
イントを振り向けることができる。また、学校等を支援する活動に貢献する対象商品であ
ることを認識していなかった購買者に、購入時において、対象商品を購入したことを認識
させることによって、協賛企業のＰＲにも貢献できる。
【００３５】
　次に、本実施の形態の詳細を説明する。
　図２は、本実施の形態のシステム構成例を示す図である。ネットワーク５には、管理サ
ーバ２１、複数の提供元クライアントコンピュータ３１ａ，提供元クライアントコンピュ
ータ３１ｂ，・・・、振り向け先クライアントコンピュータ４１ａ，振り向け先クライア
ントコンピュータ４１ｂ，・・・、レジスタ端末機１００ａ，レジスタ端末機１００ｂ，
・・・が接続されている。
【００３６】
　店舗１０ａ，店舗１０ｂ，・・・は、購買者が購入した商品の代金の会計処理を行うと
ともに、購買者による対象商品の購入に基づいて提供元から提供される提供ポイント、お
よび提供されたポイントが購買者の選択によって振り向けられ、振り向け先に付与される
振り向けポイントを決定し、決定結果を管理サーバ２１に送信するレジスタ端末機１００
ａ，レジスタ端末機１００ｂ，・・・を具備する。
【００３７】
　ポイント管理団体２０は、ポイントの提供、振り向け、および付与を管理する管理サー
バ２１、およびポイントの集計結果等のポイントに関するデータを格納する集計ＤＢ２２
を備える。管理サーバ２１は、ネットワーク５を介して、レジスタ端末機１００ａによっ
て決定された提供ポイントおよび振り向けポイントを受信し、受信した提供ポイントおよ
び振り向けポイントを集計する。集計ＤＢ２２は、管理サーバ２１が集計したこれらのポ
イントの集計結果を格納する。
【００３８】
　協賛企業３０ａ，協賛企業３０ｂ，・・・は、購買者による対象商品の購入に基づいて
ポイントを提供する提供元である。協賛企業３０ａ，協賛企業３０ｂ，・・・は、管理サ
ーバ２１が集計した、各々の提供ポイントの集計結果を読み出すための提供元クライアン
トコンピュータ３１ａ，提供元クライアントコンピュータ３１ｂ，・・・を具備する。
【００３９】
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　学校等４０ａ，学校等４０ｂ，・・・は、購買者による振り向けによって、提供元から
提供されたポイントの付与を受ける振り向け先である。学校等４０ａ，学校等４０ｂ，・
・・は、管理サーバ２１が集計した、各々の付与ポイントの集計結果を読み出すための振
り向け先クライアントコンピュータ４１ａ，振り向け先クライアントコンピュータ４１ｂ
，・・・を具備する。学校等４０ａ，学校等４０ｂ，・・・は、提供元によって提供され
た提供ポイントが購買者の振り向けによって付与されると、その付与されたポイントであ
る付与ポイントを利用して、備品等の物品の購入をすることができる。
【００４０】
　図３は、本実施の形態のレジスタ端末機のハードウェア構成例を示す図である。レジス
タ端末機１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１によって装置全体が制御
されている。ＣＰＵ１０１には、バス１０８を介してＲＡＭ（Random Access Memory）１
０２、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ:Hard Disk Drive）１０３、グラフィック処理装
置１０４、入力インタフェース１０５、出力インタフェース１０６、および通信インタフ
ェース１０７が接続されている。
【００４１】
　また、レジスタ端末機１００の表面には、タッチパネル式表示盤１１０、操作卓１１１
およびレシートプリンタ１１３が設けられている。また、レジスタ端末機１００の外部に
は、バーコードリーダ１１２が接続されている。
【００４２】
　タッチパネル式表示盤１１０は、レジスタ端末機１００の動作にしたがって会計処理や
後述するポイント発生処理及びポイント取消処理に必要な情報を表示する。また、タッチ
パネル式表示盤１１０は、表示盤表面の圧力または静電気の変化の検出によって、表示面
に対する手またはタッチペンの接触を検知することにより、振り向け先の選択結果等の入
力を受け付けることができる。
【００４３】
　操作卓１１１は、テンキー等の複数の操作キーを備え、主に店員による入力操作を受け
付ける。バーコードリーダ１１２は、商品に付されたバーコードを読み取ることにより、
商品コードおよび数量の入力を受け付ける。なお、バーコードに替えて２次元コードを用
いてもよい。
【００４４】
　ＲＡＭ１０２には、ＣＰＵ１０１に実行させるＯＳ（Operating System）のプログラム
やレジスタ端末機１００として機能するためのプログラムの少なくとも一部が一時的に格
納される。また、ＲＡＭ１０２には、ＣＰＵ１０１による処理に必要な各種データが格納
される。ＨＤＤ１０３には、ＯＳやレジスタ端末機１００として機能するためのプログラ
ムが格納される。
【００４５】
　グラフィック処理装置１０４には、レジスタ端末機１００の表面であって、店員および
購買客に見易い位置に設けられたタッチパネル式表示盤１１０が接続されている。グラフ
ィック処理装置１０４は、ＣＰＵ１０１からの命令に従って、画像をタッチパネル式表示
盤１１０の画面に表示させる。なお、表示盤は、店員が見易い位置に店員用表示盤を設け
、購買客が見易い位置に購買客用表示盤を設け、というように個別に設けてもよい。
【００４６】
　入力インタフェース１０５には、操作卓１１１、バーコードリーダ１１２、およびタッ
チパネル式表示盤１１０等の入力装置が接続されている。入力インタフェース１０５は、
これらの入力装置から送られてくる信号を、バス１０８を介してＣＰＵ１０１に送信する
。なお、その他の入力装置として図示しないカードリーダを用いることができる。
【００４７】
　出力インタフェース１０６には、レシートプリンタ１１３が接続されている。出力イン
タフェース１０６は、バス１０８を介してＣＰＵ１０１から送られてくる、レシートプリ
ンタ１１３に送信するための信号を、レシートプリンタ１１３に送信する。
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【００４８】
　通信インタフェース１０７は、ネットワーク５に接続されている。通信インタフェース
１０７は、ネットワーク５を介して、他のコンピュータとの間でデータの送受信を行う。
　以上のようなハードウェア構成によって、本実施の形態の処理機能を実現することがで
きる。
【００４９】
　図４は、レジスタ端末機のポイント発生機能およびポイント累積機能を示すブロック図
である。図４には、本実施の形態のレジスタ端末機１００の機能のうち、ポイント発生に
関する機能、およびポイントの累積値の算出・送信に関する機能を示している。本実施の
形態のレジスタ端末機１００には、ポイントを発生させるため、すなわち、購買者による
対象商品の購入に基づく提供ポイントおよび付与ポイントを決定するために、売上データ
入力部１５１、対象商品抽出部１５２、商品マスタ記憶部１５３、提供ポイント決定部１
５４、提供ポイント記憶部１５５、振り向け先候補表示部１５６、振り向け先マスタ・付
与ポイント累積値記憶部１５７、振り向け先データ入力部１５８、付与ポイント決定部１
５９、および付与ポイント記憶部１６０が設けられている。
【００５０】
　売上データ入力部１５１は、バーコードリーダ１１２等による、購買者によって購入さ
れた商品の商品コードおよび数量を示す売上データの入力を受け付ける。
　対象商品抽出部１５２は、売上データ入力部１５１が入力を受け付けた売上データを取
得し、商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マスタテーブル１５３ａに基づいて
、その売上データから購買者が購入した対象商品およびその対象商品の購入数を抽出する
。
【００５１】
　提供ポイント決定部１５４は、対象商品抽出部１５２によって抽出された対象商品およ
び購入数を取得し、商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マスタテーブル１５３
ａに基づいて、取得した対象商品からポイントを提供する提供元を決定する。また、その
商品マスタテーブル１５３ａに基づいて、取得した対象商品および購入数から、その提供
元によって提供される提供ポイント数を決定する。
【００５２】
　提供ポイント記憶部１５５は、提供ポイント決定部１５４によって決定された提供元お
よび提供ポイント数を取得し、取得した提供元および提供ポイント数を関連付けて示す提
供ポイントデータとして記憶する。
【００５３】
　振り向け先候補表示部１５６は、購買者によって購入された商品に対象商品が含まれて
いれば、提供ポイントが発生するので、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１
５７に記憶されている振り向け先マスタデータから、提供されたポイントの購買者による
振り向けが可能な振り向け先候補をタッチパネル式表示盤１１０に表示する。
【００５４】
　振り向け先データ入力部１５８は、振り向け先候補表示部１５６によってタッチパネル
式表示盤１１０に表示された振り向け先候補のうちから購買者によって選択された振り向
け先を示す振り向け先データのタッチパネル式表示盤１１０等による入力を受け付ける。
【００５５】
　付与ポイント決定部１５９は、振り向け先データ入力部１５８によって入力が受け付け
られた振り向け先データ、および提供ポイント決定部１５４によって決定された提供ポイ
ント数を取得する。そして、付与ポイント決定部１５９は、取得した振り向け先データお
よび提供ポイント数から、振り向け先および振り向け先に付与される付与ポイント数を決
定する。
【００５６】
　付与ポイント記憶部１６０は、付与ポイント決定部１５９によって決定された振り向け
先および付与ポイント数を取得し、取得した振り向け先および付与ポイント数を関連付け
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て示す付与ポイントデータとして記憶する。
【００５７】
　また、レジスタ端末機１００には、提供ポイント数および付与ポイント数の累積値を算
出し、算出した累積値をネットワークを介して管理サーバ２１に送信するために、さらに
、提供ポイント累計部１６１、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２、付与ポ
イント累計部１６３、およびデータ送信部１６４が設けられている。
【００５８】
　提供ポイント累計部１６１は、提供ポイント記憶部１５５に記憶されている提供ポイン
トデータから、提供元およびその提供元に関連付けられた提供ポイント数を取得し、取得
した提供元および提供ポイント数から、提供元毎の提供ポイント数の累積値である提供ポ
イント累積値を算出する。
【００５９】
　提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２は、提供ポイント累計部１６１によっ
て算出された提供ポイント累積値を取得し、取得した提供元毎の提供ポイント累積値を示
す提供ポイント累積値データを記憶する。
【００６０】
　付与ポイント累計部１６３は、付与ポイント記憶部１６０に記憶されている付与ポイン
トデータから、振り向け先およびその振り向け先に関連付けられた提供ポイント数を取得
し、取得した振り向け先および付与ポイント数から、振り向け先毎の付与ポイント数の累
積値である付与ポイント累積値を算出する。
【００６１】
　振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７は、付与ポイント累計部１６３に
よって算出された付与ポイント累積値を取得し、取得した振り向け先毎の付与ポイント累
積値を示す付与ポイント累積値データを記憶する。
【００６２】
　データ送信部１６４は、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２から提供ポイ
ント累積値データ、および振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７から付与
ポイント累積値データを取得し、取得した提供ポイント累積値データおよび付与ポイント
累積値データを、ネットワーク５を介して管理サーバ２１に送信する。
【００６３】
　このとき提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２は、提供ポイント累積値をク
リアする。また、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７は、付与ポイント
累積値をクリアする。
【００６４】
　図５は、レジスタ端末機のポイント取消機能を示すブロック図である。図５には、本実
施の形態のレジスタ端末機１００の機能のうち、ポイント取消に関する機能を示している
。レジスタ端末機１００には、さらに、購買者によって購入された対象商品の返品に基づ
きポイントを取り消すために、さらに、レシート印字部１７０、識別情報入力部１７１、
売上データ情報付加部１７２、売上データ記憶部１７３、返品売上データ特定部１７４、
返品データ入力部１７５、対象返品商品抽出部１７６、取消提供ポイント決定部１７７、
取消振り向け先候補表示部１７８、取消振り向け先データ入力部１７９、取消付与ポイン
ト決定部１８０、提供ポイント取消部１８１、および付与ポイント取消部１８２が設けら
れている。
【００６５】
　売上データ情報付加部１７２は、購買者による商品の購入の際の売上データの入力時に
、予め売上データに、さらに、その売上データを一意に特定する売上データ識別情報と、
付与ポイントデータによって示されたその売上によって発生したポイントの振り向け先お
よび付与ポイント数を付加する。
【００６６】
　売上データ記憶部１７３は、売上データ情報付加部１７２によって売上データ識別情報
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、振り向け先および付与ポイント数が付加された売上データを記憶する。
　レシート印字部１７０は、売上データ情報付加部１７２によって売上データに付加され
た売上データ識別情報をレシートに印字する。
【００６７】
　識別情報入力部１７１は、商品の返品の際、購買者によって購入された対象商品であっ
て返品されるものを含む売上データである返品売上データを特定するための、レシート印
字部１７０によって返品される対象商品の購入時のレシートに印字された売上データ識別
情報の入力を受け付ける。
【００６８】
　返品売上データ特定部１７４は、返品するために識別情報入力部１７１によって入力が
受け付けられた売上データ識別情報と、売上データ情報付加部１７２によって売上データ
に付加された売上データ識別情報とを比較して、売上データ記憶部１７３に記憶されてい
る売上データのうちから返品売上データを特定する。
【００６９】
　返品データ入力部１７５は、購買者によって返品される商品と、返品される商品の返品
数とを示す返品データの入力を受け付ける。
　対象返品商品抽出部１７６は、商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マスタデ
ータに基づいて、返品データ入力部１７５によって入力が受け付けられた返品データから
対象商品およびその対象商品の返品数を抽出する。
【００７０】
　取消提供ポイント決定部１７７は、商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マス
タデータに基づいて、対象返品商品抽出部１７６によって抽出された対象商品およびその
対象商品の返品数から、ポイントの提供が取り消される提供元および取り消されるポイン
ト数である取消提供ポイント数を決定する。
【００７１】
　取消振り向け先候補表示部１７８は、取消提供ポイント決定部１７７によって取消提供
ポイント数が決定されると取消提供ポイント数をタッチパネル式表示盤１１０に表示する
。また、返品売上データ特定部１７４によって特定された返品売上データからポイントが
付与された振り向け先を取得し、取得した前記振り向け先を取消振り向け先候補としてタ
ッチパネル式表示盤に表示する。
【００７２】
　取消振り向け先データ入力部１７９は、付与されたポイントが減算される振り向け先お
よびその振り向け先に付与されたポイントの減算数を示す取消振り向け先データの入力を
受け付ける。
【００７３】
　取消付与ポイント決定部１８０は、売上データ情報付加部１７２によって返品売上デー
タに付加された振り向け先、取消提供ポイント決定部１７７によって決定された取消提供
ポイント数、および取消振り向け先データ入力部１７９によって入力が受け付けられた取
消振り向け先データに基づいて、付与ポイントの付与が取り消される振り向け先および取
り消されるポイント数である取消付与ポイント数を決定する。
【００７４】
　提供ポイント取消部１８１は、取消提供ポイント決定部１７７による提供元および取消
提供ポイント数の決定に基づいて、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記
憶されている提供ポイント累積値データが示す提供元より提供される提供ポイント累積値
から取消提供ポイント数を減算する。
【００７５】
　付与ポイント取消部１８２は、取消付与ポイント決定部１８０による振り向け先および
取消付与ポイント数の決定に基づいて、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１
５７に記憶されている付与ポイント累積値データが示す振り向け先に付与される付与ポイ
ント累積値から取消付与ポイント数を減算する。
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【００７６】
　次に、レジスタ端末機１００で実行される処理を詳細に説明する。まず、対象商品の購
入に基づいて、提供元から提供されるポイントが決定されるときの流れを説明する。
　図６は、提供ポイントの決定時におけるレジスタ端末機の動作を示す図である。図６に
は、店舗において、レジスタ端末機１００で購買者が購入した商品の代金の精算を行って
いる時の、提供されるポイントが決定される場面を示している。商品２００には、その商
品コードを示すバーコード２０１が付されている。レジスタ端末機１００には、バーコー
ド２０１を読み取るためのバーコードリーダ１１２が接続されている。
【００７７】
　購入する商品２００に付されたバーコード２０１に、店員によりレジスタ端末機１００
に接続されたバーコードリーダ１１２が当てられ、商品２００の商品コードが読み取られ
ると、これによってバーコード２０１に示された商品２００の商品コードがレジスタ端末
機１００に入力される。レジスタ端末機１００では、その商品コードと、商品マスタ記憶
部１５３に記憶されている商品マスタデータとの突き合わせにより、購入された商品がポ
イント提供の対象である対象商品であるか否かが判定される。判定の結果、購入された商
品が対象商品であれば、その対象商品が抽出される。
【００７８】
　そして、商品マスタデータに基づき、抽出された対象商品およびその購入数から、その
対象商品の購入に基づくポイントの提供元となる協賛企業および提供されるポイント数が
決定される。
【００７９】
　次に、ポイントの振り向け先が購買者によって決定されるときの流れを説明する。
　図７は、付与ポイントの振り向け時におけるレジスタ端末機の動作を示す図である。図
７には、商品の購入に基づいて提供元から提供される提供ポイントの振り向け先が、購入
者によって選択される場面を示している。レジスタ端末機１００には、商品の代金の生産
時やポイント処理に関する表示画面１１０ａを表示し、接触を検知することによって入力
操作を受け付けるタッチパネル式表示盤１１０およびレシート１１３ａをプリントアウト
するためのレシートプリンタ１１３が設けられている。
【００８０】
　購買者の対象商品の購入に基づいて提供されるポイントが決定されると、レジスタ端末
機１００に設けられたタッチパネル式表示盤１１０の表示画面１１０ａには、振り向けで
きるポイント数を示す「寄付可能ポイント数」が表示される。次に、その表示画面１１０
ａに、寄付をするか否かを選択させる「Ｙｅｓ」「Ｎｏ」の表示が表示される。例えば、
購入者は、タッチパネル式表示盤１１０に表示されたこの「Ｙｅｓ」または「Ｎｏ」の表
示に触れることで、タッチパネル式表示盤１１０により今回のポイントの寄付をするか否
かの選択の入力をすることができる。そして、表示画面１１０ａに、ポイントの振り向け
先の選択を求める「どちらに寄付しますか？」の文字および振り向け先候補を示す「○○
小学校」「△△中学校」等の文字が表示される。例えば、購買者は、タッチパネル式表示
盤１１０に表示されたこれらの振り向け先候補を示す文字に触れることにより、振り向け
先候補の選択の入力をすることができる。
【００８１】
　レジスタ端末機１００は、振り向け先の選択の入力を受け付けると、レシートプリンタ
１１３から購入商品や合計金額、寄付したポイントの合計ポイント数等を示したレシート
１１３ａをプリントアウトする。これにより、購買者に対して対象商品の購入に基づき提
供されたポイントを寄付したことを再度認識させることができる。その結果、購買者に対
してポイント寄付の動機付けを行うことができ、これにより購買者の対象商品の購入の意
欲を高めることができる。
【００８２】
　なお、レジスタ端末機１００は、レシート１１３ａの購入された対象商品の付近に、例
えば、図７に示す「鐘のマーク」および商品マスタテーブル１５３ａに基づいて取得され
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た「その対象商品の購入により提供されたポイント数」のように、ある商品が対象商品で
ある旨の表示を、その商品と対応付けられていると認識できるように印刷する。これによ
り、ポイント寄付とその対象商品との関係を、購買者に対してより強く認識させることが
できる。
【００８３】
　図８は、商品マスタテーブルの例を示す図である。図８の例は、商品マスタ記憶部１５
３に記憶されており、商品コード、および対象商品である場合に提供元および提供される
ポイント数を定義する商品マスタテーブル１５３ａである。商品マスタテーブル１５３ａ
には、提供元コード、商品コード、商品名、単価および提供ポイント数の欄等が設けられ
ている。図中、横方向に並べられた情報が互いに関連づけられており、１つのレコードを
構成している。
【００８４】
　提供元コードの欄には、商品が対象商品であるとき、対象商品の購入に基づきポイント
を提供する提供元を一意に特定可能に提供元に割り当てられた提供元コードが設定される
。提供元は、ポイント寄付活動に協賛する企業である協賛企業３０ａ，協賛企業３０ｂ，
・・・であって、通常はその商品のメーカや販売元である。
【００８５】
　商品コードの欄には、その商品の種類を一意に特定可能に商品に割り当てられた商品コ
ードが設定される。商品名の欄には、その商品の商品名が設定される。単価の欄には、そ
の商品の一個あたりのその店舗における販売価格が設定される。提供ポイント数の欄には
、その商品の一個あたりの購買者による購入に基づいて提供元から提供されるポイント数
が設定される。
【００８６】
　本実施の形態では、その店舗で販売される全ての商品のマスタデータが、この例の商品
マスタテーブル１５３ａのように、テーブル形式で商品マスタ記憶部１５３に記憶されて
いる。
【００８７】
　図９は、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値テーブルの例を示す図である。図９の
例は、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７に記憶されており、振り向け
先を定義し、その振り向け先に振り向けられた付与ポイントの累積値を振り向け先毎に記
憶する振り向け先マスタ・付与ポイント累積値テーブル１５７ａである。振り向け先マス
タ・付与ポイント累積値テーブル１５７ａには、振り向け先コード、振り向け先名および
累積付与ポイント数の欄等が設けられている。図中、横方向に並べられた情報が互いに関
連づけられており、１つのレコードを構成している。
【００８８】
　振り向け先コードの欄には、購買者によるポイントの振り向けが可能な振り向け先を一
意に特定可能に振り向け先に割り当てられた振り向け先コードが設定される。振り向け先
は、購買者による振り向けによって、提供元から提供されたポイントの付与を受ける学校
等４０ａ，学校等４０ｂ，・・・であって、通常は店舗の近隣の小中学校や福祉施設等を
、その店舗自身や、その店舗を統括する本部やフランチャイザー等が予め設定する。振り
向け先名の欄には、その振り向け先の名称が設定される。この振り向け先名を、振り向け
先の選択の際にタッチパネル式表示盤１１０に表示する。
【００８９】
　累積付与ポイント数の欄には、所定の収集期間内（例えば、１ヶ月間）に、当該店舗に
おいてその振り向け先に付与された付与ポイントの累積値が設定される。
　本実施の形態では、その店舗からポイントを振り向け可能な全ての振り向け先のデータ
が、この例の振り向け先マスタ・付与ポイント累積値テーブル１５７ａのように、テーブ
ル形式で振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７に記憶されている。
【００９０】
　図１０は、売上データテーブルの例を示す図である。図１０の例は、売上データ記憶部
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１７３に記憶されており、売上データを特定する売上データ識別情報、購買者によって購
入された商品、その商品の購入数、その商品が対象商品である場合に発生したポイント数
および振り向け先を関連付ける売上データテーブル１７３ａである。売上データテーブル
１７３ａには、日付、レシートナンバ、商品コード、商品名、提供元コード、数量、金額
、発生ポイント数および振り向けコード先の欄が設けられている。図中、横方向に並べら
れた情報が互いに関連づけられており、１つのレコードを構成している。
【００９１】
　日付の欄には、購買者によって購入された日付が設定される。レシートナンバの欄には
、売上データを一意に特定するための売上データ識別情報である。同一の購買者によって
同時に購入され、同一のレシートに記載された購入商品には、同一のレシートナンバが与
えられる。その結果、返品時にレジスタ端末機１００に入力されたレシートナンバを、レ
ジスタ端末機１００が照会することによって、返品される商品の売上データを一意に漏ら
さず特定することができる。
【００９２】
　商品コードの欄には、その商品の商品コードが設定される。商品名の欄には、その商品
の商品名が設定される。提供元コードの欄には、購入されたその商品に基づくポイントの
提供元が設定される。数量の欄には、購買者によってこのとき購入されたその商品の数量
が設定される。
【００９３】
　金額の欄には、そのときのその商品の代金の合計が設定される。金額の欄の数値は、商
品マスタテーブル１５３ａに設定されたその商品の単価と、売上データテーブル１７３ａ
に設定された、その商品の購入された数量との積によって算出される。発生ポイント数の
欄には、このときのその商品の購入によって発生したその商品の提供元から提供されるポ
イント数が設定される。発生ポイント数の欄の数値は、商品マスタテーブル１５３ａに設
定されたその商品の提供ポイント数と、売上データテーブル１７３ａに設定された、その
商品の購入された数量との積によって算出される。
【００９４】
　振り向け先コードの欄には、購買者によってその購入のときポイントが振り向けられた
振り向け先の振り向け先コードが設定される。
　本実施の形態では、以上に示した、その店舗で購入された売上において発生した全ての
ポイントに関する情報が、この例の売上データテーブル１７３ａのように、テーブル形式
で売上データ記憶部１７３に記憶されている。
【００９５】
　図１１は、提供元マスタ・提供ポイント累積値テーブルの例を示す図である。図１１の
例は、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記憶されており、提供元を定義
し、その提供元から提供される提供ポイントの累積値を提供元毎に記憶する提供元マスタ
・提供ポイント累積値テーブル１６２ａである。提供元マスタ・提供ポイント累積値テー
ブル１６２ａには、提供元コード、提供元名および累積提供ポイント数の欄等が設けられ
ている。図中、横方向に並べられた情報が互いに関連づけられており、１つのレコードを
構成している。
【００９６】
　提供元コードの欄には、購買者による対象商品の購入によってポイントを提供する提供
元を一意に特定可能に提供元に割り当てられた提供元コードが設定される。提供元名の欄
には、その提供元の名称が設定される。
【００９７】
　累積提供ポイント数の欄には、所定の収集期間内（例えば、１ヶ月間）に、当該店舗に
おいてその提供元から提供された提供ポイントの累積値が設定される。
　本実施の形態では、その店舗で購入された対象商品に基づいてポイントを提供する全て
の提供元のデータが、この例の提供元マスタ・提供ポイント累積値テーブル１６２ａのよ
うに、テーブル形式で提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記憶されている
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。
【００９８】
　次に、レジスタ端末機１００によって実行されるポイント発生処理について説明する。
なお、ポイント発生処理の説明では、購入商品の代金の計算処理等の、商品の購入時にレ
ジスタ端末機として一般的に必要な機能を実現するための処理は、別に実行されるものと
する。
【００９９】
　図１２は、ポイント発生処理の手順を示すフローチャートの前半である。以下、図１２
に示す処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ１１］売上データ入力部１５１は、バーコードリーダ１１２からの商品コ
ードの入力を受け付ける。
【０１００】
　［ステップＳ１２］対象商品抽出部１５２は、売上データ入力部１５１によって入力が
受け付けられた商品コードを商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マスタテーブ
ル１５３ａの商品コードに照会して、その商品が対象商品であるか否かを判断する。その
商品が対象商品であれば、処理がステップＳ１３に進められる。その商品が対象商品でな
ければ、処理がステップＳ１６に進められる。
【０１０１】
　［ステップＳ１３］提供ポイント決定部１５４は、その対象商品の提供元を、商品マス
タテーブル１５３ａから取得する。
　［ステップＳ１４］提供ポイント決定部１５４は、その対象商品の購入によって提供さ
れるポイント数および提供元を決定し、決定したポイント数および提供元を示す提供ポイ
ントデータを、提供ポイント記憶部１５５に記憶させる。ここで、提供ポイント決定部１
５４は、商品マスタテーブル１５３ａからその対象商品の１個あたりの提供ポイント数を
取得し、売上データからその対象商品が購入された個数を取得し、これらの積を算出し、
その対象商品の購入によって提供されるポイント数を決定する。
【０１０２】
　［ステップＳ１５］提供ポイント決定部１５４は、その提供元から提供されるポイント
数の決定結果を、タッチパネル式表示盤１１０の表示画面１１０ａに表示させる。
　［ステップＳ１６］提供ポイント決定部１５４は、購買者によって購入される全商品の
商品コードの入力が終了したか否かを判断する。全商品の商品コードの入力が終了したか
否かは、店員による操作卓１１１の商品コードの入力の終了を示すキー操作の有無によっ
て判断される。全商品の商品コードの入力が終了していれば、処理がステップＳ１７に進
められる。全商品の商品コードの入力が終了していなければ、処理がステップＳ１１に進
められる。
【０１０３】
　［ステップＳ１７］提供ポイント決定部１５４は、提供される全てのポイントおよびポ
イント数の合計値を、タッチパネル式表示盤１１０の表示画面１１０ａに表示させる。そ
の後、処理がステップＳ１８に進められる（図１３参照）。
【０１０４】
　図１３は、ポイント発生処理の手順を示すフローチャートの後半である。以下、図１３
に示す処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ１８］振り向け先候補表示部１５６は、振り向け先の候補を振り向け先マ
スタ・付与ポイント累積値記憶部１５７に記憶されている振り向け先マスタ・付与ポイン
ト累積値テーブル１５７ａから取得し、取得した振り向け先の候補をタッチパネル式表示
盤１１０に表示させる。
【０１０５】
　［ステップＳ１９］振り向け先データ入力部１５８は、タッチパネル式表示盤１１０に
表示された振り向け先候補のうちから選択された振り向け先を示す振り向け先データの入
力を受け付ける。なお、購買者は、同時に複数の振り向け先を選択し、それぞれの振り向
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け先に提供ポイントを分配することもできる。
【０１０６】
　［ステップＳ２０］付与ポイント決定部１５９は、提供された振り向け先および付与ポ
イント数を、提供ポイント数および振り向け先データに基づいて決定し、決定した付与ポ
イントのポイント数および振り向け先を示す付与ポイントデータを、付与ポイント記憶部
１６０に記憶する。
【０１０７】
　［ステップＳ２１］付与ポイント決定部１５９は、決定された付与ポイントをタッチパ
ネル式表示盤１１０に表示させる。
　［ステップＳ２２］売上データ情報付加部１７２は、入力が受け付けられた売上データ
に、発行レシートの通し番号であるレシートナンバおよび付与ポイントデータを付加して
売上データ記憶部１７３に記憶させる。
【０１０８】
　［ステップＳ２３］提供ポイント累計部１６１は、提供ポイント記憶部１５５に記憶さ
れた提供ポイントデータを取得して、提供ポイント累積値を提供元毎に算出し、その提供
ポイント累積値を、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記憶させる。
【０１０９】
　［ステップＳ２４］付与ポイント累計部１６３は、付与ポイント記憶部１６０に記憶さ
れた付与ポイントデータを取得して、付与ポイント累積値を振り向け先毎に算出し、その
付与ポイント累積値を、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７に記憶させ
る。
【０１１０】
　このようなポイント発生処理によって、購買者の対象商品の購入に基づいて提供元から
提供されたポイントが、購買者によって振り向けられ、振り向け先に付与される。
　次に、レジスタ端末機１００によって実行されるポイント取消処理について説明する。
なお、ポイント取消処理の説明では、返品された商品の代金の精算処理等の、商品の返品
時にレジスタ端末機として一般的に必要な機能を実現するための処理は、別に実行される
ものとする。
【０１１１】
　図１４は、ポイント取消処理の手順を示すフローチャートである。以下、図１４に示す
処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ３１］識別情報入力部１７１は、操作卓１１１からの返品される商品の購
入時のレシートに記載されたレシートナンバの入力を受け付ける。
【０１１２】
　［ステップＳ３２］返品データ入力部１７５は、バーコードリーダ１１２からの、返品
される商品の商品コードの入力を受け付ける。
　［ステップＳ３３］返品売上データ特定部１７４は、識別情報入力部１７１によって入
力が受け付けられたレシートナンバと、売上データに付加されたレシートナンバとによっ
て、返品される商品の購入時の売上データである返品売上データを特定する。
【０１１３】
　［ステップＳ３４］対象返品商品抽出部１７６は、返品データ入力部１７５によって入
力が受け付けられた商品コードを商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品マスタテ
ーブル１５３ａの商品コードに照会して、その商品が対象商品であるか否かを判断する。
その商品が対象商品であれば、処理がステップＳ３５に進められる。その商品が対象商品
でなければ、ポイント取消処理が終了する。
【０１１４】
　［ステップＳ３５］取消提供ポイント決定部１７７は、その対象商品の返品によって取
り消される提供ポイント数を決定する。ここで、提供ポイント取消部１８１は、商品マス
タテーブル１５３ａからその対象商品の１個あたりの提供ポイント数を取得し、返品デー
タからその対象商品が返品された個数を取得し、これらの積を算出し、その対象商品の返
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品によって取り消される提供ポイント数を決定する。
【０１１５】
　［ステップＳ３６］取消振り向け先候補表示部１７８は、取り消される提供ポイント数
の決定結果を、タッチパネル式表示盤１１０の表示画面１１０ａに表示させる。
　［ステップＳ３７］取消振り向け先候補表示部１７８は、取り消される振り向け先の候
補として、返品された対象商品に基づいてポイントが付与された振り向け先を返品売上デ
ータから取得し、取得した取り消される振り向け先の候補をタッチパネル式表示盤１１０
に表示させる。
【０１１６】
　［ステップＳ３８］取消振り向け先データ入力部１７９は、タッチパネル式表示盤１１
０に表示された取消振り向け先候補のうちから選択された振り向け先を示す取消振り向け
先データの入力を受け付ける。なお、購買者は、同時に複数の付与が取り消される振り向
け先を選択し、それぞれの振り向け先にポイントの取り消しを分配することもできる。
【０１１７】
　［ステップＳ３９］取消付与ポイント決定部１８０は、付与が取り消される振り向け先
および取り消される付与ポイント数を、取消提供ポイント数および取消振り向け先データ
に基づいて決定する。
【０１１８】
　［ステップＳ４０］提供ポイント取消部１８１は、提供元マスタ・提供ポイント累積値
記憶部１６２に記憶されている、提供元毎の提供ポイント累積値から、その提供元につい
て取り消された提供ポイント数を減算する。
【０１１９】
　［ステップＳ４１］付与ポイント取消部１８２は、振り向け先マスタ・付与ポイント累
積値記憶部１５７に記憶されている、振り向け先元毎の付与ポイント累積値から、その振
り向け先について取り消された付与ポイント数を減算する。
【０１２０】
　このようなポイント取消処理によって、購買者の対象商品の返品に基づいて提供元から
提供された提供ポイントおよび振り向け先に付与された付与ポイントが取り消される。
　次に、対象商品の購入によって提供ポイントが発生したときに、購買者の選択により、
同時に複数の振り向け先にポイントを振り向ける場合におけるレジスタ端末機の動作の様
子を説明する。
【０１２１】
　図１５は、同時に複数の振り向け先にポイントを振り向ける場合におけるレジスタ端末
機の動作の様子を示す図である。図１５には、店舗において、レジスタ端末機１００で購
買者が発生した提供ポイントの振り向け先の選択を行っている時の、複数の振り向け先に
ポイントが振り向けられる場面を示している。
【０１２２】
　振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７から取得された振り向け先の候補
がタッチパネル式表示盤１１０に表示される。購買者によってその振り向け先の候補から
ポイントの振り向け先が複数個が選択されると、図の表示画面１１０ｂに示されるように
、選択された各振り向け先に振り向けるポイント数の入力を受け付ける。
【０１２３】
　そして、レジスタ端末機１００の付与ポイント決定部１５９によって、提供された振り
向け先および付与ポイント数が、提供ポイント数および振り向け先データに基づいて決定
されると、付与ポイントがタッチパネル式表示盤１１０に表示される。また、レシートプ
リンタ１１３から付与ポイントが記載されたレシート１１３ｂが印刷される。この付与ポ
イントは、振り向け先毎に累積され、振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５
７に記憶される。
【０１２４】
　ここで、売上データ情報付加部１７２により、売上データに、レシートナンバおよび付
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与ポイントデータが付加されて売上データ記憶部１７３に記憶される。なお、提供ポイン
トは、提供元毎に累積され、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記憶され
る。
【０１２５】
　次に、対象商品の返品によって取消ポイントが発生したときに、振り向け先に付与され
たポイントを取り消す場合におけるレジスタ端末機の動作の様子を説明する。
　図１６は、返品発生によるポイント取消時におけるレジスタ端末機の動作の様子を示す
図である。図１６には、店舗において、レジスタ端末機１００で購買者の返品時の処理を
行っている時の、ポイントが取り消される場面を示している。
【０１２６】
　まず、購買者によって返品される商品３００ａ，商品３００ｂおよび購入時のレシート
１１３ｃが店舗に持ち込まれ、店員によって操作卓１１１からそのレシート１１３ｃに記
載されたレシートナンバが入力される。
【０１２７】
　次に、バーコードリーダ１１２で、返品される商品３００ａ，商品３００ｂの商品コー
ドが入力されると、レシート１１３ｃのレシートナンバと、売上データ記憶部１７３に記
憶されている売上データに付加されたレシートナンバとによって、返品売上データが特定
される。そして、入力された商品コードを商品マスタ記憶部１５３に記憶されている商品
マスタテーブル１５３ａの商品コードに照会して、その商品が対象商品であるか否かが判
断される。
【０１２８】
　その後、その対象商品の返品によって取り消されるポイント数および取り消される振り
向け先が表示画面１１０ｃに表示される。そして、購買者にこの取り消しの確認を求め、
了解が得られると、提供元マスタ・提供ポイント累積値記憶部１６２に記憶されている、
その提供元について取り消された提供ポイント数の累積値が減算され、振り向け先マスタ
・付与ポイント累積値記憶部１５７に記憶されている、その振り向け先について取り消さ
れた付与ポイント数の累積値が減算される。
【０１２９】
　以上のようにして、複数の提供元と複数の振り向け先が存在する場合であっても、店舗
における商品の購入時点でポイントの振り向けを行うことが可能となる。その結果、通常
のポイントサービスに比して、より寄付マーク収集活動の運用実態に沿った情報システム
を構成することができる。
【０１３０】
　ここで、本実施の形態のレジスタ端末機１００は、提供元マスタ・提供ポイント累積値
記憶部１６２および振り向け先マスタ・付与ポイント累積値記憶部１５７を有するが、こ
れらは必須の構成要素ではなく、購買者による対象商品の購入によってポイントが発生す
る都度、提供ポイントデータおよび振り向けポイントデータをデータ送信部１６４によっ
てポイント管理団体２０が具備する管理サーバ２１に送信してもよい。また、提供ポイン
ト数および付与ポイント数を、レジスタ端末機１００の外部に設けたサーバによって累計
してもよい。
【０１３１】
　なお、上記の処理機能は、コンピュータによって実現することができる。その場合、レ
ジスタ端末機１００が有すべき機能の処理内容を記述したプログラムが提供される。その
プログラムをコンピュータで実行することにより、上記処理機能がコンピュータ上で実現
される。処理内容を記述したプログラムは、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記
録しておくことができる。コンピュータで読み取り可能な記録媒体としては、磁気記録装
置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリなどがある。磁気記録装置には、ハード
ディスク装置（ＨＤＤ）、フレキシブルディスク（ＦＤ）、磁気テープなどがある。光デ
ィスクには、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、ＤＶＤ－ＲＡＭ（Random Access Memo
ry）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc Read Only Memory）、ＣＤ－Ｒ（Recordable）／Ｒ
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Ｗ（ReWritable）などがある。光磁気記録媒体には、ＭＯ（Magneto-Optical disk）など
がある。
【０１３２】
　プログラムを流通させる場合には、例えば、そのプログラムが記録されたＤＶＤ、ＣＤ
－ＲＯＭなどの可搬型記録媒体が販売される。また、プログラムをサーバコンピュータの
記憶装置に格納しておき、ネットワークを介して、サーバコンピュータから他のコンピュ
ータにそのプログラムを転送することもできる。
【０１３３】
　プログラムを実行するコンピュータは、例えば、可搬型記録媒体に記録されたプログラ
ムもしくはサーバコンピュータから転送されたプログラムを、自己の記憶装置に格納する
。そして、コンピュータは、自己の記憶装置からプログラムを読み取り、プログラムに従
った処理を実行する。なお、コンピュータは、可搬型記録媒体から直接プログラムを読み
取り、そのプログラムに従った処理を実行することもできる。また、コンピュータは、サ
ーバコンピュータからプログラムが転送される毎に、逐次、受け取ったプログラムに従っ
た処理を実行することもできる。
【０１３４】
　なお、本発明は、上述の実施の形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸
脱しない範囲内において種々の変更を加えることができる。
　以上説明した実施の形態の主な技術的特徴は、以下の付記の通りである。
【０１３５】
　（付記１）　ポイント提供の対象である対象商品の購買者による購入に基づいて提供さ
れるポイントの付与を管理するレジスタ端末装置において、
　商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づいて提供される前記対
象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に基づいて前記ポイント
を提供する提供元とを定義する商品マスタデータを記憶する商品マスタ記憶手段と、
　前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け先を定義する振り向け先マス
タデータを記憶する振り向け先マスタ記憶手段と、
　前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商品の購入数とを示す売上
データの入力を受け付ける売上データ入力手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記売上
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記商品
のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出する対象商品抽出手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記
ポイントの提供を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポ
イント数と、を決定する提供ポイント決定手段と、
　前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元と前記提供元より提供され
る前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデータを記憶する提供ポイント
記憶手段と、
　前記振り向け先マスタ記憶手段に記憶されている前記振り向け先マスタデータから前記
振り向け先を取得し、取得した前記振り向け先を振り向け先候補として表示する振り向け
先候補表示手段と、
　前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振り向け先候補のうちから選択さ
れた前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け付ける振り向け先データ入力手
段と、
　前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられた前記振り向け先データと
、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイント数とから、提供された
前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向け先に付与されるポイント
数である付与ポイント数と、を決定する付与ポイント決定手段と、
　前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向け先と前記振り向け先に付
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与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイントデータを記憶する付与ポ
イント記憶手段と、
　を有することを特徴とするレジスタ端末装置。
【０１３６】
　（付記２）　前記提供ポイント記憶手段に記憶されている前記提供ポイントデータから
前記提供元と前記提供元に関連付けられた前記提供ポイント数とを取得し、取得した前記
提供元と前記提供ポイント数とに基づいて前記提供元より提供されるポイント数の累積値
である提供ポイント累積値を、前記提供元毎に算出する提供ポイント累計手段と、
　前記提供ポイント累計手段によって算出された前記提供ポイント累積値を取得し、取得
した前記提供ポイント累積値を示す提供ポイント累積値データを記憶する提供ポイント累
積値記憶手段と、
　前記付与ポイント記憶手段に記憶されている前記付与ポイントデータから前記振り向け
先と前記振り向け先に関連付けられた前記付与ポイント数とを取得し、取得した前記振り
向け先と前記付与ポイント数とに基づいて前記振り向け先に付与されるポイント数の累積
値である付与ポイント累積値を、前記振り向け先毎に算出する付与ポイント累計手段と、
　前記付与ポイント累計手段によって算出された前記付与ポイント累積値を取得し、取得
した前記付与ポイント累積値を示す付与ポイント累積値データを記憶する付与ポイント累
積値記憶手段と、
　前記提供ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記提供ポイント累積値データと、
前記付与ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記付与ポイント累積値データとを取
得し、取得した前記提供ポイント累積値データと前記付与ポイント累積値データとを、前
記提供ポイント累積値と前記付与ポイント累積値とを集計するポイントデータ集計装置に
送信するデータ送信手段と、
　を有することを特徴とする付記１記載のレジスタ端末装置。
【０１３７】
　（付記３）　前記売上データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データに
、さらに、前記売上データを一意に特定する売上データ識別情報と、前記付与ポイントデ
ータによって示された前記振り向け先と前記付与ポイント数と、を付加する売上データ情
報付加手段と、
　前記売上データ情報付加手段によって前記売上データ識別情報と前記振り向け先と前記
付与ポイント数とが付加された前記売上データを記憶する売上データ記憶手段と、
　前記売上データ情報付加手段によって前記売上データに付加された前記売上データ識別
情報をレシートに印字するレシート印字手段と、
　購買者によって返品される前記対象商品の購入を含む前記売上データである返品売上デ
ータを特定するための、前記レシート印字手段によって返品される対象商品の購入時の前
記レシートに印字された前記売上データ識別情報の入力を受け付ける識別情報入力手段と
、
　前記識別情報入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データ識別情報と、前記
売上データ情報付加手段によって前記売上データに付加された前記売上データ識別情報と
により、前記売上データ記憶手段に記憶されている前記売上データのうちから前記返品売
上データを特定する返品売上データ特定手段と、
　前記購買者によって返品される前記商品と、返品される前記商品の返品数とを示す返品
データの入力を受け付ける返品データ入力手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記返品
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記返品データから前記対象商品と前記対
象商品の返品数とを抽出する対象返品商品抽出手段と、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
返品商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記返品数とにより
、前記ポイントの提供が取り消される前記提供元と、提供が取り消されるポイント数であ
る取消提供ポイント数と、を決定する取消提供ポイント決定手段と、
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　前記売上データ情報付加手段によって前記返品売上データに付加された前記振り向け先
と、前記取消提供ポイント決定手段によって決定された前記取消提供ポイント数とに基づ
いて、前記付与ポイントの付与が取り消される前記振り向け先と、取り消される付与ポイ
ント数である取消付与ポイント数と、を決定する取消付与ポイント決定手段と、
　前記取消提供ポイント決定手段による前記提供元と前記取消提供ポイント数との決定に
基づいて、前記提供ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記提供ポイント累積値デ
ータが示す前記提供元より提供される前記提供ポイント累積値から前記取消提供ポイント
数を減算する提供ポイント取消手段と、
　前記取消付与ポイント決定手段による前記振り向け先と前記取消付与ポイント数との決
定に基づいて、前記付与ポイント累積値記憶手段に記憶されている前記付与ポイント累積
値データが示す前記振り向け先に付与される前記付与ポイント累積値から前記取消付与ポ
イント数を減算する付与ポイント取消手段と、
　を有することを特徴とする付記２記載のレジスタ端末装置。
【０１３８】
　（付記４）　前記取消提供ポイント決定手段によって前記取消提供ポイント数が決定さ
れると、前記取消提供ポイント数を表示し、前記返品売上データ特定手段によって特定さ
れた前記返品売上データから前記ポイントが付与された前記振り向け先を取得し、取得し
た前記振り向け先を取消振り向け先候補として表示する取消振り向け先候補表示手段と、
　付与された前記付与ポイントが減算される前記振り向け先と、前記振り向け先に付与さ
れた前記付与ポイントの減算数とを示す取消振り向け先データの入力を受け付ける取消振
り向け先データ入力手段と、
　を有し、
　前記取消付与ポイント決定手段は、さらに、前記取消振り向け先データ入力手段によっ
て入力が受け付けられた前記取消振り向け先データに基づいて、前記付与ポイントの付与
が取り消される前記振り向け先と、付与が取り消されるポイント数である取消付与ポイン
ト数と、
　を決定することを特徴とする付記３記載のレジスタ端末装置。
【０１３９】
　（付記５）　コンピュータの演算処理により、ポイント提供の対象である対象商品の購
買者による購入に基づいて提供されるポイントの付与を管理するレジスタ端末処理方法に
おいて、
　売上データ入力手段が、前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商
品の購入数とを示す売上データの入力を受け付け、
　対象商品抽出手段が、商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づ
いて提供される前記対象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に
基づいて前記ポイントを提供する提供元とを定義する商品マスタデータに基づいて、前記
売上データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記
商品のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出し、
　提供ポイント決定手段が、前記商品マスタデータに基づいて、前記対象商品抽出手段に
よって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記ポイントの提供
を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポイント数と、を
決定し、
　提供ポイント記憶手段が、前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元
と前記提供元より提供される前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデー
タを記憶し、
　振り向け先候補表示手段が、前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け
先を定義する振り向け先マスタデータから前記振り向け先を取得し、取得した前記振り向
け先を振り向け先候補として表示し、
　振り向け先データ入力手段が、前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振
り向け先候補のうちから選択された前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け
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付け、
　付与ポイント決定手段が、前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられ
た前記振り向け先データと、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイ
ント数とから、提供された前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向
け先に付与されるポイント数である付与ポイント数と、を決定し、
　付与ポイント記憶手段が、前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向
け先と前記振り向け先に付与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイン
トデータを記憶する、
　ことを特徴とするレジスタ端末処理方法。
【０１４０】
　（付記６）　ポイント提供の対象である対象商品の購買者による購入に基づいて提供さ
れるポイントの付与を管理するレジスタ端末処理プログラムにおいて、
　コンピュータを、
　商品が前記対象商品であるか否かと、前記対象商品の購入に基づいて提供される前記対
象商品の所定単位数あたりのポイント数と、前記対象商品の購入に基づいて前記ポイント
を提供する提供元とを定義する商品マスタデータを記憶する商品マスタ記憶手段、
　前記ポイントを振り向ける先として選択され得る振り向け先を定義する振り向け先マス
タデータを記憶する振り向け先マスタ記憶手段、
　前記購買者によって購入される前記商品と、購入される前記商品の購入数とを示す売上
データの入力を受け付ける売上データ入力手段、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記売上
データ入力手段によって入力が受け付けられた前記売上データから、購入される前記商品
のうち前記対象商品と前記対象商品の購入数とを抽出する対象商品抽出手段、
　前記商品マスタ記憶手段に記憶されている前記商品マスタデータに基づいて、前記対象
商品抽出手段によって抽出された前記対象商品と前記対象商品の前記購入数とから、前記
ポイントの提供を行う前記提供元と、前記提供元より提供されるポイント数である提供ポ
イント数と、を決定する提供ポイント決定手段、
　前記提供ポイント決定手段によって決定された、前記提供元と前記提供元より提供され
る前記提供ポイント数とを、関連付けて示す提供ポイントデータを記憶する提供ポイント
記憶手段、
　前記振り向け先マスタ記憶手段に記憶されている前記振り向け先マスタデータから前記
振り向け先を取得し、取得した前記振り向け先を振り向け先候補として表示する振り向け
先候補表示手段、
　前記振り向け先候補表示手段によって表示された前記振り向け先候補のうちから選択さ
れた前記振り向け先を示す振り向け先データの入力を受け付ける振り向け先データ入力手
段、
　前記振り向け先データ入力手段によって入力が受け付けられた前記振り向け先データと
、前記提供ポイント決定手段によって決定された前記提供ポイント数とから、提供された
前記ポイントが振り向けられる前記振り向け先と、前記振り向け先に付与されるポイント
数である付与ポイント数と、を決定する付与ポイント決定手段、
　前記付与ポイント決定手段によって決定された、前記振り向け先と前記振り向け先に付
与される前記付与ポイント数とを、関連付けて示す付与ポイントデータを記憶する付与ポ
イント記憶手段、
　として機能させることを特徴とするレジスタ端末処理プログラム。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本実施の形態の概略を示す図である。
【図２】本実施の形態のシステム構成例を示す図である。
【図３】本実施の形態のレジスタ端末機のハードウェア構成例を示す図である。
【図４】レジスタ端末機のポイント発生機能およびポイント累積機能を示すブロック図で
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【図５】レジスタ端末機のポイント取消機能を示すブロック図である。
【図６】提供ポイントの決定時におけるレジスタ端末機の動作を示す図である。
【図７】付与ポイントの振り向け時におけるレジスタ端末機の動作を示す図である。
【図８】商品マスタテーブルの例を示す図である。
【図９】振り向け先マスタ・付与ポイント累積値テーブルの例を示す図である。
【図１０】売上データテーブルの例を示す図である。
【図１１】提供元マスタ・提供ポイント累積値テーブルの例を示す図である。
【図１２】ポイント発生処理の手順を示すフローチャートの前半である。
【図１３】ポイント発生処理の手順を示すフローチャートの後半である。
【図１４】ポイント取消処理の手順を示すフローチャートである。
【図１５】同時に複数の振り向け先にポイントを振り向ける場合におけるレジスタ端末機
の動作の様子を示す図である。
【図１６】返品発生によるポイント取消時におけるレジスタ端末機の動作の様子を示す図
である。
【符号の説明】
【０１４２】
　１　レジスタ端末装置
　１ａ　商品マスタ記憶手段
　１ｂ　振り向け先マスタ記憶手段
　１ｃ　売上データ入力手段
　１ｄ　対象商品抽出手段
　１ｅ　提供ポイント決定手段
　１ｆ　提供ポイント記憶手段
　１ｇ　振り向け先候補表示手段
　１ｈ　振り向け先データ入力手段
　１ｉ　付与ポイント決定手段
　１ｊ　付与ポイント記憶手段
　２ａ　商品マスタデータ
　２ｂ　振り向け先マスタデータ
　２ｃ　売上データ
　２ｆ　提供ポイントデータ
　２ｇ　振り向け先候補
　２ｈ　振り向け先データ
　２ｊ　付与ポイントデータ
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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